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加子母木匠塾と地域との協働による
明治座改修
加子母むらづくり協議会［岐阜県中津川市］

団体設立の経緯
加子母地区（旧加子母村）は、岐阜県中津川市の最北
端に位置しており、平成17年2月に市町村合併により加
子母村から中津川市に編入合併しました。市町村合併後
は、合併特例法による地域審議会を経て地域づくりの検
討を進めてきましたが、平成23年7月に全世帯が参加・協
力して地域の自立を目指すために「加子母むらづくり協議
会」を発足させ、平成27年2月には「NPOかしもむら」とし
て法人化を図り、持続可能な地域づくりに向けて本格的
に活動を展開しています。その活動のひとつとして、地域
の山村文化の象徴である農村舞台「明治座」があり、伝
統芸能である加子母歌舞伎や明治座クラシックコンサート
などを通じて、都市と山村の交流を深めてきました。また、
今年度で20年目を迎えた大学生を対象にした木造建築セ
ミナー「加子母木匠塾」の活動も広がりを見せており、地
域と大学との連携による「加子母木匠塾と地域との協働
による明治座改修」プロジェクトがスタートしました。

地域概要
当地区は、伊勢神宮式年遷宮に用いられる御神木の里とし
ても知られており、江戸時代には徳川御三家である尾張藩の
飛地領であった歴史もあります。

「明治座」は、村の人々の寄付と労働奉仕によって明治27年
に建設されました。当時は全国的に村芝居の全盛期で、近隣
だけで70軒もの芝居小屋が建てられました。「東濃の村芝居
と西濃の花火は県下の二大病」とも言われ、若者が仕事を
放りだして熱中するので新聞などで猛烈に非難されたほどで
した。大正時代の不況などの影響でそのほとんどが姿を消し
ていき、明治座も何度か取り壊されそうになった時期もありま
したが、関係者の努力で回避されてきました。
明治、大正時代は劇場として旅芸人一座の興業や青年団に
よる弁論大会等、村人の娯楽の殿堂として活躍しました。戦
争中は軍需品の倉庫として利用された時期もありましたが、
昭和22年「明治座保護会」が組織され、荒れ果てていた建
物が修理され、以来毎年秋には、地元の役者たちによる加子
母歌舞伎が演じられています。

加子母むらづくり協議会［岐阜県中津川市］

加子母木匠塾が明治座の改修現場を
見学しています。伝統構法について理解
を深めながら、地域各地で行われる木造
実習の活動へと繋げています。

設立年月･･･2011 年 2 月
法人化した年月･･･2015 年 3 月
メンバー数 ･･･988 世帯
代表者名 ･･･ 中島紀于（なかしま・のりお）
連絡先 ･･･ 〒 508-0421　岐阜県中津川市加子母 3519 番地 2
☎ 0573-79-2111　kashimo-office@city.nakatsugawa.lg.jp
団体のミッション･･･ わたしたちは、加子母地域の自立を目指し、これまで受け継がれてきた豊かな資源を守り、
子々孫々に至るまで真の豊かさを伝えていくことを目的に活動を行っています。
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活動に至った理由や背景

明治27年の創建から120年を経た明治座は、老朽化
により雨漏りや屋根・床の不陸などの傷みが著しく、地域
ではその活用と維持保存に不安を募らせていました。
そのような中で、一昨年から地域と大学との連携事業
により、加子母むらづくり協議会と建築構造学や文化財
保存などの研究者を交えて調査と検討を重ねた結果、
一般的な耐震改修に用いられる鉄骨などでの補強では
なく、明治座の持つ素朴な芝居小屋としての雰囲気を
損なわないように伝統構法を最大限に駆使し、創建当
時のままの板葺き石置き屋根への復元に着手すること
になりました。この復元工事により、明治座の文化財とし
ての魅力はさらに高まることが期待されますが、重要な
のは伝統的な木造建築技術や、既に失われつつあった
屋根材を製作するための板へぎ技術を、如何にして次
の世代につないでいけるかであり、それが今回の大きな
テーマとなりました。

活動の内容と成果

明治座の改修は、これまで地域が取り組んできた地域と
大学との連携事業が発端となり、明治座の文化的価値を高
めることと、失われつつある伝統技術の継承を目的に、取り
組んできました。そのなかで、名古屋工業大学大学院に通う
佐野智哉君（23才）が、加子母地域に住居を移し、加子母
木匠塾をはじめとする大学生と地域を結ぶ役割を担うように
なりました。8月には「加子母LAB」を設立し、明治座改修に
関連する活動を行い大きな効果を生み出してくれました。以
下、彼が「かしも通信」という地域広報紙に掲載したレポート
から、本活動内容をお伝えします。

岐阜県重要有形民俗文化財である明治座は、創建から
120年が経ちました。この大木造建築の柱はひしゃげ、梁は
たわみ、虫食い腐れが各所に見られます。この木造建築を
後世に残すために、地域は何をしなければならないのでしょ
うか?

今年度、平成の大改修が進められる中で、地域と大学が
協力し試行錯誤を繰り返しながらも、多くの関わりや広がり
が生まれてきています。今回、明治座を次の100年へと繋い
でいくために、平成の大改修と並行して動き始めつつある活
動について記したいと思います。

加子母むらづくり協議会［岐阜県中津川市］

「明治座保護会」へのインタビュー風景。明治
座の歴史と伝統を残し伝えるために、大学生
が記録映像の作成に取り組んでいます。
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昭和の大改修─屋根の葺替え
明治27年、地元住民がお金を出し合い、材料を山から

伐り出し、汗水流して建てられた明治座。時には、雨漏りを
防ぐために屋根替えをしたり、天井を張ったり、多くの人々
の手によって、明治座は現在まで守り続けられてきました。
昭和48年の屋根の葺替えは、住民が協働で行い、写真に
もその様子が残っています。

今回の大改修のポイントは、屋根がセメント瓦葺きからト
ントン葺き（榑葺き）に変わることです。40年前も、みんなが
集まって作業してきたように、またみんなで屋根の葺替え
ができたらと思い活動を進めています。

平成の大改修─トントン葺きへ

起工式
　「まだまだやらなきゃならんことがたくさん残っておる。」

12月11日、明治座改修工事 起工式の挨拶で明治座世
話人代表の熊澤和之さん（76才）がそのようなことをおっ
しゃっていました。

起工式自体は30分ぐらいの短いものでしたが、明治座
の独特な空気に包まれる中、集まった皆さんも同じ気持ち
だったのでしょう。「みんなで守り、多いに活用していきた
い。」「建物は良くなるのだから、中身ももっと活用していき
たい。」というようなお話を伺いました。

また、明治座の顔として管理人を続けてきた安江智夫さ
ん（79才）は、「こういうふうになるとは思わなんだ。本当に
とってもありがたい。1日でも早く完成してオープニングのこ
とを考えたいと思っている。」と語ります。

明治座の姿がこれから先100年200年と続いていくために
は、みんなで守り、みんなで考えていく必要があります。

地域と大学生たちの繋がりを深めるためにも地域の広
報誌である「かしも通信」や工事記録を残す「明治座記
録映像」により、工事の様子を発信・議論する中で、次の
活動へとつなげています。

青年文化発祥の場
平成26年度も、5月にはクラシックコンサート、8月は加子

母木匠塾、9月は加子母歌舞伎が行われ、加子母じゅうで
地域と大学が連携した取り組みが行われました。

その中で、平成27年2月21日には域学連携活動報告会
「加子母る大学オープンキャンパス」が開催され、山仕事
や歌舞伎舞台づくり、古民家改修コンペなど6つものイベン
トを行いました。

翌日には「山村文化の継承とこれからの地域づくり」と
いったシンポジウムも開催され、その中で明治座は「青年
文化の発祥の場」であったことが伺えました。かつて明治
座では、歌舞伎だけでなく青年団の主張大会や演劇、バ
ンドなど若者たちによる多くの活動が行われ、その過程で

常に手が加えられ守られてきました。現在の若者たちとの
連携も、明治座が文化を創造してきた延長線上にあるの
だと感じます。

今年度も加子母木匠塾を中心に明治座改修工事の見
学会や板へぎ体験など、次世代へとつないでいくための
取り組みを行っています。

120 年の歴史をつなぐ
3月7日は、改修工事が進む中でセメント瓦が一気に取

り外され、その下に眠っていた「トントン葺き（榑葺き）」が
姿を現しました。明治座内部に入ると床板が取り外され、

「石場建て」としての姿を見ることができます。石の上に
一本の柱が立ち、大きな屋根を支えている明治座の骨格
を目の当たりにし、これまで支えてきた偉大さを感じます。

このように今回の文化財としての修理工事は、床や屋
根、壁などを一度取り外し、腐食部分の修復をしていきま
す。その後、板を一枚一枚、元の位置に戻していくため、

屋根はガラッと変わるものの、内部は何も変化がなかった
かのようになります。

工事中の明治座は、まるで解剖されているような状態で
あり、これまで地域住民の手で修復されてきた痕跡を一
望することができます。そこで、この状態をみなさんに見て
もらいたいと思い、地域住民向けに見学会を開き、定期的
に見学する機会を設けています。

トントン葺き（榑葺き）に向けて
明治座では、大工さんや左官屋さんなど職人さんたち

が修復工事をしていますが、トントン葺きに向けては、加子
母のあちこちから地域住民が集まり、試行錯誤しながら板
へぎを行っています。

3月24日には、へぎ板の製造に取り組んでくれている木
工所や林業グループの方など約20名で、高山市にある飛
騨民俗村・飛騨の里を訪れました。そこでは、県内で最後
の板へぎ職人 山口末造さん（90才）に、数年ぶりに板へぎ
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の実演を行ってもらい、どんな技術や道具を使っているのか
じっくりと見学しました。

しかし、道具が足りなかったり、板へぎが初挑戦であった
こともあり、なかなか一筋縄でいきません。さっそく加子母
じゅうの家をまわって、かつて使われていた板へぎ道具（両
刃のナタ）を探し出したり、みんなで話し合いながら、山口さ
んに学んだ技術を実践していきました。

トントン葺きへの道のりは本当に大変だと感じますが、い
ろいろな人が集まり乗り越えていく過程には、多くのエネル
ギーや熱意が込められ、知恵が集結し、技術が継承されつ
つあると感じます。

また4月1日には、山口さんが明治座見学に訪れ、後に届
いたお手紙には「立派なものに仕上げ、長持ちする技術を
伝えたい。自分が経験した技術をすべてお話しし、後世に
残してもらえたら」と、書かれていました。

今回の明治座工事により、屋根が瓦葺きからトントン葺きに
変わることがいいことか?　加子母地域内でも、メンテナンス
や維持管理のことを考えると賛否両論です。しかし、事実とし
て一人の職人さんが元気になり、すべてのことを伝えたいとま
で思っています。このことからも、明治座は単に修復を行って
いるだけでなく、伝統や文化、技術を継承していく実験を行っ
ている真っ最中だと感じます。なんとかこの知恵や技術を継
承し、生業として定着していけたらと思います。

明治座改修の広がり 
「明治座 平成の大改修」は、もう一度地域の人 と々明治

座との関わりを紡ぎ出す転機となり、新たな可能性が多く生
み出され、試行錯誤を繰り返しています。その中で生まれつ
つある活動としては、
木の文化を活かした生業づくり

　・多種多様な森づくり
　・適材適所の家づくり
　・板へぎの技術継承
　・木匠塾を通じた伝統構法の継承
明治座を活かした地域づくり

　・維持保存のための榑板募金
　・自主運営に向けた組織の強化
　・地歌舞伎の振興
地域と大学が連携した拠点づくり

　・加子母通信や記録映像などの情報発信
　・加子母 LAB 設立と木匠塾 古民家拠点の整備

これまでも明治座があるから活動が継続し、活動がある
から明治座が残り続けてきたように、新たな活動や関わりを
育む中で、次の100年へ向けた取り組みを模索しています。

今後の予定　

 明治座維持補修基金 
明治座の保存修理工事は今秋完成し、11月には加子

母歌舞伎のこけら落とし公演が行われます。今年で、12年
目を迎えた武蔵野美術大学と連携した加子母歌舞伎の
舞台演出はこれからも続けられ、同様に21年目を迎えた
加子母木匠塾の活動も続いていきます。

今回復活するトントン葺きは、少なくとも30年に一度は葺
替えが必要になります。そのためには、技術の継承はもち
ろんのこと、屋根材となるクリ材の育成や資金の確保が
大きな課題です。今回の改修にも、平成14年から「明治
座維持補修基金」として、1口300円で寄せられた寄付金
約2,000万円が活用されました。今後もさらに明治座を維
持していくための資金確保に向け、実際に屋根材として
使わせていただく「へぎ板募金」の取り組みも始めていま
す。
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